
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

＊ホームページでも情報発信中！ 

【発行】下都賀教育事務所 ふれあい学習課 栃木市神田町 6-6 0282-23-3422 Ｅ-mail: shimotuga-kyouiku@pref.tochigi.lg.jp 

第１４９号 下都賀教育事務所 ふれあい学習情報紙【令和４年２月号】 

「ふれあい学習」は、子どもを核とした幅広い年代の人々との交流活動や体験活動、学習活動を指します。 

ふれあい学習を通して、学校・家庭・地域が連携・協働し、子どもの「生きる力」を育むとともに、家庭と地域の教育力の向上を目指します。 

令和３(2021)年度 

下都賀地区ふれあい学習ネットワーク 

兼下都賀地区生涯学習研究会第２回研修会 

２月３日（木）に壬生町城址公園ホールにて開催を予定していた標
題研修会は、新型コロナウイルス感染症の感染急拡大を鑑み、中止と
させていただきました。今年度の研修は、NPO 法人親子コミュニケー

ションラボ代表理事の 天野 ひかり 氏に「育ちあう親子の絆」を応援
するためのコミュニケーションのコツについて御講話いただいた後、
親の笑顔を応援するために、参加者自身がそれぞれの立場で自分にで

きることを話し合っていただく予定でした。参加申込をいただきまし
た皆様には、心よりお詫び申し上げます。 
集合研修に代わる学びの機会の提供としまして、今年度、下都賀地

区ふれあい学習推進会議で実施している「『育ちあう親子の絆』応援プ
ロジェクト」に関する児童・生徒のアンケート結果をまとめた資料を
送付させていただきました。子どもたちの健やかな成長のためには、

家族の愛情と信頼に基づいた安らぎのある家庭が大切です。その基盤
をつくるため、まずは親自身が元気に、そして、子育てを楽しもうと
いう前向きな気持ちになれるよう、ぜひ、皆様のお力をお貸しいただ

ければ幸いです。 

令和３(2021)年度 

下都賀地区地域コーディネーター養成研修 

今年度の標題研修は、主に初心者を対象とした「ROOKIES 研修」
です。互いに育ち合うことができる豊かな人間関係（「育ちあう絆」）

づくりと、学校・家庭・地域の教育力向上を図るため、地域コーディ
ネーターとしての基本的な知識や技術の習得を目指しています。当
初は、現地研修を含む３回シリーズを予定していましたが、コロナ禍

の影響により急遽２回シリーズに変更し、１回目を 12月 13 日（月）
に実施しました。 
研修の前半は、地域と学校が連携・協働する必要性や地域コーディ

ネーターに期待される役割についての講話を、後半は、情報収集やつ
ながりづくりに関してグループワークを行いました。参加者は、学
校・地域双方の情報を得ることの大切さや、ぜひつながっておきたい 

教育資源 に
ついて熱心に話合いをしていました。 
次回３月の研修は、地域コーデ

ィネーターとしての心構えや、具
体的なコーディネートについて学
びを深めていく予定です。 

 

本校では、低学年の「さつまの苗植え」
「さつまいも掘り」高学年の「裁縫・ミシ

ン」全学年での「野木神社参道の落ち葉掃
き」等をふれあい学習として実施していま
す。農園活動では地域の方に、畑の耕し、

畝立て、苗の植え方教授、さつまいも掘り
の支援をいただきました。そのお陰で、秋
には立派なさつまいもが収穫できました。 

家庭科では、裁縫ボランティアの方々に授業支援をしていただきま
した。針やミシンの使い方等を丁寧に教えてくださり、素敵な小物入
れや壁掛け、トートバッグやナップザックが製作できました。    

人との交流が制限されるこのよ
うな時だからこそ、地域や保護者
の方々との繋がり、ふれあいは大

切だと思います。子どもたちが地
域の中で幸せに生活できるよう、
実現可能な取り組みを考え、実践

していきたいと思います。 

 

市内小・中学校等で実施の保護者対象子育て講座。その特別版とし

て、お父さん方対象の講座を日曜日に開催しました。 
まずは、人気写真アプリで思いっきり遊んだ後、親子や家族のコミ

ュニケ－ションツールとしての活用法について話し合いました。   

また、デジタル機器に関する家庭でのルールについても意見交換
し、父親としての役割を確認する時間にもなりました。次年度も、お
父さん方が楽しく学び、そして「笑顔」になれる講座を企画します。 

〔参加者の感想〕 
・新しいスマホの使い方を学んだので、子

どもと遊びながら、楽しく会話をしたい。 

・我が家はルールがないので、子どもと一

緒につくりたい。 

〔実践後の感想〕 

・スマホを使う時間が、家族で話し合うきっかけになっている。 

 

「あったかおうち時間」で“笑顔”がいっぱい♡ 
※「とち介の学びチャンネル」内で、家庭教育に関する動画を配信中！  

QR コードからアクセス！！ ⇨ ⇨ ⇨ 

壬生町開催の国体正式競技の一つにスポーツ
クライミングがあります。本町では 

「山のないまちでクライミング！」 
のキャッチフレーズのもと、総合運動場体育館

をはじめ、町内全小中学校体育館等の全１３箇
所にボルダリング施設を平成３０年に整備しま
した。 

その後、総合運動場体育館では、
定期的な体験教室や夏休み期間中

の親子限定の教室、ボルダリングイ
ベントなどを開催し競技普及を推
進してきました。また、国体出場の

県予選を兼ねた「ボルダリング栃木
カップ」が県山岳・スポーツクライ
ミング連盟を中心に同体育館で毎

年開催されるようになりました。 
近年、子どもや若い世代のスポーツ離れが指摘されていますが、

国体開催を契機として多くの方々にスポーツに親しんでいただけ

るよう、今後も生涯スポーツを推進していきます。 

による

の推進 

「ボルダリング夏休み親子体験教室」の様子 

県連盟主催のボルダリング大会 

（キッズカテゴリー）の様子 

スポーツを通した 地域の絆 づくり 

 


